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①大変だったがやってよかった
②オペレッタで表現するのは楽しい
③オペレッタは物語性があるのでよい
④歌をうたうのが楽しかった
⑤動きで表現するのが楽しかった
⑥配役の決定が難しかった
⑦役を演じる事で声も出しやすかった
⑧歌とお話の声の出し方を工夫できた
⑨演技表現が難しかった
⑩ストーリーの組み立てが難しかった
⑪舞台演出が大変だった
⑫グループ活動が大変だった
⑬グループで協力体制が学べた
⑭やって行く内に班のまとまりを感ずる事ができた
⑮全般的には楽しくやることができた
⑯オペレッタで自分自身に発見するものがあった
図 11．オペレッタ発表を終えて（複数回答可）
（対象：本年度幼児保育学科「音楽Ⅱ声楽」履修者６６名のうち６３名回収）
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楽しくやることができた，や，⑨演技表現が難し
かった，などが上位を占めている。また，②オペ
レッタで表現するのは楽しい，と，④歌をうたうの
が楽しかった，が共に６０％を超えている。
　ここで特に気になったのは，⑨演技表現が難し
かった，である。演技と歌うこととの関係について
の指導助言が必要であったことが，反省された。
Ⅴ．まとめ
　ヨ－ロッパの伝統的オペラの変遷から，日本にお
ける「オペレッタ」についての流れや影響，捉え方
を文献により考察した。そして，保育者養成におけ
る大切な指導教材であると認識した。
　「オペレッタ」は物語により展開される台本に音
楽の要素が加わることで，より内面的なものから，
外面的な表現へと至っていき，そこで培われる精神
力は何ものにも変え難い。それは授業での調査結果
からも分かるように，最初は不安げな様子であった
学生が，だんだんと興味関心をもって，「オペレッ
タ」に取り組む姿勢へと変わっていったことからも
示されている。
　授業の進め方は，過去の学生の演じた「オペレッ
タ」の鑑賞，グル－プ編成，リ－ダ－決定，テ－マ
の決定，配役の決定，スト－リ－の決定，音楽選択
の順となる。その後，役割分担，ナレ－ション，器
楽，背景の設定，そして語り，独唱，合唱へと全体
をまとめていく。
　近年，「望ましい集団活動」についての教育的な
課題がある。そこには「話し合い活動」の充実が求
められている。話し合い活動については例えば合唱
コンク－ルも一つの例である。中学校，高等学校で
耳にする活動であるが，その都度，何を目指してい
くかを話し合い，明確にしていかなければならない
集団活動の難しさがある。
　そうした点から，この「オペレッタ」は総合的な
活動であり，それぞれの特性を生かしながらも全体
のバランスを重視するもので，集団活動を進めるに
良い教材であると考える。
　最後にまとめとして，「オペレッタ」では，歌と
して “先ず歌うこと”，“歌を楽しむこと”，“歌で心
を表現すること”，“歌と表現のバランスをとるこ
と”，そして，演技として “配役になり表現するこ
と”，“スト－リ－を理解して全体のリズムにのって
いく” ことを学んでもらいたい。更に，“作品を作
りあげる過程で培われる協力精神”，“発表すること
での達成感” から，声楽を中心とした総合的な力が
あることを実感し，共有してもらいたい。
「オペレッタ」発表時，発表後の表情は輝き，達成
した喜びにあふれ，そこには，幾重にも成長した姿
をみることができる。
　「オペレッタ」のもっている総合芸術としての役
割が，上演に辿り着く過程において，上演者の気持
ちとなり全身で表現され浸透していく様子を，指導
者として立ち会いながら，またアンケ－ト調査結果
を考察しながら，しっかりと感じとっている。
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